
西尾城(鶴城,鶴ヶ城,錦丘城,西条城)(市史跡) 

(西尾市錦城町)(西尾市歴史公園) 

 西尾城（にしおじょう）は、三河国幡豆郡西尾（現在の愛知県西尾市錦城町）にあった城。別名は、「鶴

城」、「鶴ヶ城」、「錦丘城」など。また、「西条城」が旧称とされるが、その改名時期については諸説がある。 

 創建当時、中世期の規模については不明である。1585 年（天正 13 年）に酒井重忠によって、東の丸と

帯曲輪の拡張と堀や石塁の造成、櫓門、櫓類、天守などが増築された。1590 年（天正 18 年）田中吉政に

よって、三の丸の拡張や大手黒門、新門の楼門 2棟、櫓門 2棟が建てられている。このとき東の丸にあっ

た大手門は、太鼓門と改称されている。 

1657 年当時の城郭構造は梯郭式の平山城で、西南部から本丸、二の丸、姫の丸、北の丸、東の丸、三ノ丸、

それを取り囲む惣構えが構えられていた。本丸には 3重櫓と 3棟の 2重櫓、二の丸には 1棟の 2重櫓、南

東隅に複合式望楼型 3重の天守が建てられ、北の丸、東の丸、三の丸にそれぞれ 2棟の 2重櫓が建てられ

ていた。 

天守は元々、本丸の北東隅に建てられていたと考えられており、1585 年の改築のときか正保 2年頃までに

で天守を本丸から移したといわれている。正親による初代天守については、1585 年に二の丸天守が建てら

れた後も本丸隅櫓として残されていたとしている。 

 沿革 

 1557 年（弘治 3年）に、西尾城の存在が認められる。 

 1561 年（永禄 4年） - 酒井正親が城主となる[4]。 

 1585 年（天正 13 年） - 城主が酒井正親の子、酒井重忠の時に徳川家康の命により改修され、二

の丸に天守が築かれる。 

 1590 年（天正 18 年） - 重忠が徳川家康の関東移封に従うと、近江国より転封し岡崎城主となっ

た田中吉政が西尾城主も兼ね大手門や櫓門を増築した。 

 1601 年（慶長 6年） - 本多康俊が表高 2万石で初代西尾藩主として入城。以降、松平成重、本多

俊次と続く。 

 1638 年（寛永 15 年） - 太田資宗が表高 3万 5千石で入封。城下町を囲む総構えの工事に着手。 

 1657 年（明暦 3年） - 井伊直好（1645 年・正保 2年に入封）が総構えを完成させた。以降の藩主

は増山氏 2代、土井氏 4代、三浦氏 2代と続く。 

 1764 年（明和元年） - 出羽国山形藩から松平乗祐（大給松平家）が表高 6万石で入封。以降 5代

続く。 

 1869 年（明治 2年） - 最後の藩主となった松平乗秩が版籍奉還をする。 

 1871 年（明治 4年） - 西尾県の県庁が置かれたが、同年に額田県に併合された。 

 1872 年（明治 5年） - 天守以下の建物が解体される。 

 1878 年（明治 11 年） - 西尾城が廃城となる。 

 1995 年（平成 7年） - 近衛家の数奇屋棟と茶室棟が移築される。 

 1996 年（平成 8年） - 本丸丑寅櫓と鍮石門が再建され、西尾市立歴史公園が開園された。 

酒井正親による改名 

西尾城の別称には西条城がある。これは、承久 3年（1221 年）に、足利義氏が、三河守護に任命されて、

幡豆郡吉良庄西条に、西条城を築き、その後、永禄 4年（1561 年）に徳川家康の家臣の酒井正親が西条を

西尾に改名したという言伝えによるものである[5]。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A5%BF%E5%B0%BE%E5%9F%8E#cite_note-4
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A5%BF%E5%B0%BE%E5%9F%8E#cite_note-5


しかし、徳川氏が奪取する以前から、「西尾の城」と呼ばれていた可能性もある。 『三河物語』では西尾

城と東祥（東条）城が、並べて記載されており『東照宮御実紀 巻二』、には「西尾の城」と記されている。 

他に、『家忠日記』には「吉良之城」との記述が見える。また『三河物語』に、「又有る時は、西尾の城

を得、…（中略）…又有る時は、東祥（東条）の城を得」とある。 『改正三河後風土記』には、「西條」

は領名、「西尾」は城名のように記述されている。 徳川家康朱印状に、天正 9年 10 月 28 日、西条之内西

尾～、という記述があり、西尾が吉良荘西条の一地名にすぎないことがわかる。 

三河国二葉松；元文 5年（1740 年）には、西尾城 号西条。三河堤；天明末から寛政 2年(1790 年）頃に

は、西尾 城下古の西城。西尾城 諸書曰く古の西条にて。と記載されている。三河古城記；安永 9年（1780

年）には、西城 西尾酒井雅楽助。と記載され、江戸時代中期以降の地誌に、現在の西尾城は、昔の西条

城（西城）なりという主張が見える。 

Wikipedia による 

 

 


